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大
学
生
の
と
き
、
小
学
校
で
環
境
教
育
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
知
識
は
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
へ
の
接
し

方
が
よ
く
分
か
ら
ず
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
た
今
、
休
日
を
利
用
し
、
指
導
者
と

し
て
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
い
、
参
加
し
ま

　

中
・
高
校
生
か
ら
大
人
ま
で
体
験
活
動

の
指
導
に
関
心
の
あ
る
か
た
な
ど
、
よ
り

多
く
の
か
た
に
青
少
年
育
成
に
関
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
、
今
回
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
指
導
者
養
成
研
修
で
す
。

　

去
る
６
月
５
、
６
日
に
は
宿
泊
研
修
が

行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
活
性
化
す
る
秘ひ

訣け
つ

や
キ
ャ
ン

プ
の
基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

受
講
生
は
、
こ
の
夏
の
「
あ
れ
こ
れ
体
験

in
片
浦
」
に
指
導
者
と
し
て
参
画
し
ま
す
。

【
体
験
活
動
指
導
者
養
成
研
修
事
業
】

『
お
だ
わ
ら
自
然
楽
校
』

Ｏ
オ
ッ
ツ
Ｏ
Ｔ
Ｓ

ODA
W
A
RA
 Outfitters T

raining School

し
た
。
子
ど
も
に
興
味
を
わ
か
せ
な
が
ら
誘
導
し
て
い

く
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
知
る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま

し
た
。

　

自
分
自
身
、
小
学
生
の
こ
ろ
理
科
を
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
た
先
生
の
影
響
を
強
く
感
じ
て
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
自
然
と
触
れ
合
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
今
後
も
、
休
日
を
利
用
し
、
子
ど
も

や
自
然
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

以
前
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
や
、
オ
ー

シ
ャ
ン
ク
ル
ー
ズ
の
活
動
に
携
わ
り
、
今
回
も
自
然
楽

校
に
興
味
が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら

体
験
で
き
る
よ
う
に
接
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
も
大
事
で
す
が
、
活
動
の
一
つ
一
つ
に
目
的
を
持
ち
、

そ
れ
を
意
識
し
て
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
く
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
さ
ら
に
有
意
義
な
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
接
し

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
然
楽
校
で
学
ん
だ

こ
と
は
日
常
生
活
の
中
で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
指
導
者
と
し
て
の
基
礎
や
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
を
学
ぶ
た
め
参
加
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
興

味
深
く
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
者
の
話
を
聞
け
た
の
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の

研
修
で
は
、
エ
コ
の
時
代
を
反
映
し
て
、
無
駄
に
燃
や

さ
な
い
よ
う
に
高
さ
を
抑
え
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
人
と
し
て
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。「
知
ら
な

い
人
と
話
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
の
は
不
自
然

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
こ
と
は
、
今
活
動
し
て
い
る
子

ど
も
会
や
地
域
で
生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
い
い
経

験
を
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

体
験
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
が

多
く
、
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
ま
た
指
導
者
が
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
十
分

伝
わ
る
の
で
、
今
回
の
参
加
者
に
は
失
敗
を
恐
れ
ず
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
本
質
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
目
を
離
さ
な
い
」「
声
を
か
け
る
」「
ほ
め
る
」
を
基
本

に
接
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
青
少
年
活
動
の
活
性
化
や
人
材
の

層
を
厚
く
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
良

い
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
発
展
し
て
い
く
か
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
自
然
と
触
れ
合
っ
て
…

日
常
生
活
の
中
で
も
…

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
！

明
る
く
、
元
気
に
、

何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い

山や
ま

本も
と

悠ゆ
う

希き

さ
ん

岡お
か

部べ

素も
と

史ふ
み

さ
ん

田た

村む
ら

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん

【
講
師
】県
立
清
川
青
少
年
の
家
職
員　

三み
つ

橋は
し

功い
さ
お

さ
ん

小田原ではぐくむ
青少年のたくましい力

魔法の鍋　ダッチオーブン調理バーナーを使った朝食キャンプファイヤーのまき組み



4

小田原ではぐくむ
青少年のたくましい力

小
田
原
市 

塔
ノ
峰
青
少
年
の
家
（
久
野
）

　

昭
和
39
年
に
箱
根
外
輪

山
に
あ
る
塔
ノ
峰
の
北
部

に
オ
ー
プ
ン
し
た
歴
史
あ

る
市
の
施
設
で
す
。

　

こ
の
青
少
年
の
家
に
は
、

夜
間
や
雨
天
で
も
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
で
き

る
講
堂
や
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
可
能
な
広
場
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
や
炊
事
場
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
小
・
中
学
校
や
子
ど
も
会
な

ど
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
、
日
ご
ろ
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
大
自
然
の
恵
み
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

塔
ノ
峰
青
少
年
の
家
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て

も
自
然
が
本
当
に
多
い
こ
と
。
セ
ミ
が
鳴
き
、
鳥
の

さ
え
ず
り
も
美
し
い
。
時
に
は
、
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
に
会
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

少
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
で
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
来
て

い
た
子
が
、
社
会
人
に
な
り
、
指
導
者
と
な
っ
て
子
ど
も
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
姿
は
、
本
当
に
た
く
ま
し
い
で
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
は
な
く
、社
会
教
育
施
設
で
す
か
ら
、ル
ー

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
初
心
者
の
か
た
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。
よ
り
た
く
さ

ん
の
か
た
に
こ
の
施
設
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
野
外
活

動
の
学
習
に
活
用
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

片
浦
の
自
然
や
資
産
・

歴
史
を
生
か
し
、
課
題

に
取
り
組
む
体
験
型

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
就

業
体
験
、
自
炊
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
生
活

を
世
代
を
超
え
た
集
団
生
活

の
中
で
体
験
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
楽
校
の
受

講
者
が
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時　

８
月
７
日
〜
９
日
の
２
泊
３
日

場
所　

旧
片
浦
中
学
校

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

　
　
　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

６
，０
０
０
円

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て

失
敗
と
成
功
の
繰
り
返
し
か
ら
学
ぶ

チ
ャ
レ
ン
ジ
合
宿

「
あ
れ
こ
れ
体
験 
in
片
浦
」

　

自
然
の
中
で
の
仲
間
づ
く
り

や
野
外
炊
事
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
の
方
法
な
ど
キ
ャ
ン
プ

ス
キ
ル
を
学
び
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
考
え
て
行
動
し
、

少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚

と
行
動
力
が
身
に
つ
く
実
践
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時　

８
月
１
日

８
月
21
日
〜
23
日
の
２
泊
３
日

（
ほ
か
３
回
研
修
あ
り
）

場
所　

塔
ノ
峰
青
少
年
の
家

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

　
　
　

60
人（
先
着
順
）

参
加
費　

２
，５
０
０
円

【
地
域
少
年
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
】

『
き
ら
め
きロ

ビ
ン
フ
ッ
ド
』

※『チャレンジ合宿』『きらめきロビンフッド』の両事業は
６月２１日から募集しています。すでに定員に達して
いる場合もありますのでご承知ください。

　【申し込み】青少年課　☎３３-１７２３

「
何
と
い
っ
て
も
自
然
!!
」

青
少
年
の
家
ス
タ
ッ
フ

樋ひ

口ぐ
ち

彰あ
き
ら

さ
ん

昨年度　きらめきロビンフッドの野外炊事のようす

恵まれた片浦の資産
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　日本の地域社会が抱える最
大の課題は、次代を担う青少
年の育成です。雇用の問題、
高齢社会への対応、医療の充
実など、私たちの日々の暮らし
や生命に直結する深刻な課題
は幾つもありますが、青少年の
健やかな育ちは、私たちの社
会のこれからのありようを決める、
言い換えれば未来の質を決めるという意味で、最も
重大であると私は捉えています。
　そう考えざるを得ないのは、今、青少年を取り巻く
現実があまりに厳しいからです。
　日本の社会は、経済成熟・人口減少・少子化・
超高齢化・高度情報化の社会に突入していきます。
そしてその外側には、地球規模の食糧やエネルギー
需給の逼

ひっ

迫
ぱく

、環境問題など厳しい状況がヒタヒタと
迫っています。このように、これまで誰も体験したこと
のない困難な、先行きの見えない時代に突入してゆ
くのです。今「青少年」と言われる子どもから若者
までの世代は、大人になったとき、このような難しい
局面に立ち向かわねばなりません。そこで求められる
のは、現実を直視し、ひるまずに問題と向き合い、決
して悲観せずに粘り強く考え、力を合わせるべき人た
ちとのコミュニケーションを厭

いと

わず、あらかじめ用意さ
れた解決策の無い領域でも、生き抜いていける力で
す。しかし、果たして今の社会の中で、青少年たち
がその力を培える環境が用意されているでしょうか？ 
子どもたちや若者は、近い将来に必ず訪れるそのよう
な難局を切り抜け、この日本の社会を支えてゆけるの
でしょうか？
　今こそ、そのような認識のもとに、青少年の育成を
根本的に捉

とら

え直し、青少年が育ちの中で何を身に付
けるべきか、そのためにどんな経験を積むべきか、そ
のときに大人たちは何ができるかを、真剣に考える必
要があります。地球環境や社会の行方についての正
確な知識、自然や人と調和しながら生きる知恵、仲
間と力を合わせて困難を突破する成功体験、郷土に
対する愛情…。こういったことを、青少年にしっかりと
伝えなければならないのです。
　幸い、この小田原には、そういった経験や学びを
深める上で格好のフィールドや素材となる、多彩な自
然環境・なりわい・市民活動・文化などがあります。
そして小田原を愛する多くの市民がいます。これらを
総動員し、地域社
会全体がスクラム
を組んで、小田原
の未来を担う青少
年が、この小田原
でしっかりと育って
いくように、力を合
わせていきましょう。

「青少年育成に、
スクラムを！」～至誠・市政～

文　加藤憲一

おだわら自然楽校O
オ ッ ツ

OTSにて

　６月の環境月間に合
わせて、環境大臣が、
地域の環境保全や環
境美化に大きな功績が
あったかたや団体を表
彰しています。
　今年は、６月７日に
表彰式が行われ、地
域環境美化功績者とし
て、第１８区高梨町自
治会が表彰されました。

●第１８区高梨町自治
会の主な活動
　３０年にわたり、海
岸や地元の公園の
清掃、商店会での花
壇整備などを行って
います。
　特に、海岸清掃に
は、幅広い世代のか
たが参加され、地域
の環境美化の保全と
住み良いまちづくりに
貢献しています。

Y環境政策課　☎３３-１４７３

第１８区高梨町自治会が
環境大臣表彰を受賞NEWSNEWS

　「いのちを大切にする小田原」を目指し、自殺予防対策に取り
組んでいます。そこで、誰もがいきいきと輝いて暮らせるよう「命
の大切さ」を啓発するために標語を募集します。
募集期間　７月２０日C～９月１０日F

内容　命の大切さをテーマとする標語。
※入選作品は各部門ごとに表彰し、今後、自殺予防のＰＲに活
用します。
①小学生の部：市内在住の小学５・６年生
②中学生の部：市内在住・在学の中学生
③ 一 般 の部：市内在住・在勤・在学の高校生相当以上のかた
応募方法　健康づくり課、福祉政策課、タウンセンター、支所・

連絡所、窓口コーナーにある応募用紙に書いて、健
康づくり課までお持ちください。郵送またはホームペー
ジでも応募できます。応募は一人１点とします。

Y健康づくり課　☎４７-０８２０

「命の大切さ」
啓発に関する標語募集募集

トップページ中央の「分野別から探す」の「福祉／健康／
介護」内の「健康づくり」をクリック➡「命の大切さ」啓発
に関する標語募集

ホームページ

清掃活動のようす

（右から）加藤芳
よし

永
なが

会長と植松義
よし

正
まさ

さん
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《
小
田
原
市

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会
》

　

行
財
政
改
革
の
推
進
を
支
え

る
土
台
で
あ
る
「
市
民
と
行
政

の
情
報
共
有
」
と
「
市
民
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
考
え
方
と
市
が
取
り
組

む
べ
き
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
提
言
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

《
事
業
仕
分
け
の
実
施
》

　

本
市
の
事
業
の
う
ち
80
事
業

に
つ
い
て
、事
業
仕
分
け
を
実
施
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
と
し

て
の
方
向
性
を
決
定
し
、
予
算

に
反
映
す
る
な
ど
、
見
直
し
に

着
手
し
ま
し
た
。

《
財
政
運
営
に
関
す
る
取
り
組
み
》

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
本
市
の
財

政
は
厳
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
持
続
可

能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
、
将
来
的
な
財
政
状

況
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
財
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し
て
「
今

後
の
財
政
運
営
方
針
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
的
に
緊

急
財
政
対
策
に
取
り
組
み
、
財
源
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
お
だ
わ
ら
改
革
宣
言
２
０
０
２
後
期
実
施
方
策
」
に
基
づ

く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
行
政

改
革
の
手
法
と
し
て
「
事
業
仕
分
け
」
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

行
政
改
革

「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
の
事
業

「
持
続
可
能
な
市
民
自
治
の
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
の
事
業

の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
。
平
成

の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
。
平
成
2121
年
度
の
結
果
と
、

年
度
の
結
果
と
、

平
成
平
成
2222
年
度
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

年
度
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

YY
行
政
改
革
推
進
課　

☎

行
政
改
革
推
進
課　

☎
3333
１
３
０
５

《
施
設
白
書
の
作
成
》

　

市
の
施
設
は
、
建
築
さ
れ
て
か

ら
相
当
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
今
後
大
規
模
な
修

繕
や
更
新
の
時
期
が
集
中
し
、
市

の
財
政
に
大
き
な
負
担
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
施
設

に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
の
施
設
の
現
状
や
課
題
を
ま
と
め
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
適
切
な
管
理
運
営
の

た
め
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ
と
な
る
施
設
白
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

《
補
助
金
の
見
直
し
》

　

本
市
の
２
０
０
件
（
約
22
億
円
）
の
全
補
助
金
の
う
ち
、
事

業
仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
た
補
助
金
を
除
く
、
１
７
３
件
（
約

17
億
円
）
を
対
象
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平

成
22
年
度
予
算
に
お
い
て
、
約
４
６
０
万
円
削
減
し
ま
し
た
。

《
各
部
署
の
取
り
組
み
》

　
「
お
だ
わ
ら
改
革
宣
言
２
０
０
２
後
期
実
施
方
策
」に
基
づ
き
、

各
部
署
で
も
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

…「
地
域
手
当
の
見
直
し
」（
職
員
課
）
や
、「
学
校
給
食
調
理
業

務
の
委
託
化
」（
学
校
教
育
課
）
な
ど
、
合
計
39
事
業
。

  

の
取
り
組
み

▲事業仕分け ▲行財政改革検討委員会

【平成２１年度　行政改革の主な効果額】

1億6,994万8千円
歳出削減額：５,４０５万１千円
歳入増加額：１億１,５８９万７千円
（人件費削減分は除く）

事業仕分け事業仕分け事業仕分け事業仕分け事業仕分け事業仕分け事業仕分け

補助金の補助金の補助金の補助金の補助金の補助金の補助金の
見直し見直し見直し

緊急財政対策

平
成
21
年
度
の
主
な
取
り
組
み
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（人）

����� ����� ����� ����� ����� �����
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一般職

医療職

�

�����

�����

�����

　

事
業
仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
た
80
事
業
に
つ
い
て
は
、
仕
分

け
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
向
性
に
沿
っ
て
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
外
事
業
に
つ
い
て
も
「
事
業
仕

分
け
を
踏
ま
え
た
事
務
事
業
見
直
し
方
針
」
に
基
づ
き
、
個
々

の
事
業
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

《
平
成
21
年
度
に
見
直
し
た
事
業
》

◎
廃
止
し
た
事
業
（
３
事
業
）

●
「
職
員
表
彰
事
業
」、「
渋
滞
緩
和
策
推
進
事
業
」、「
水
の

き
ら
め
き
製
造
販
売
事
業
」

◎
改
善
を
図
っ
た
事
業
（
２
事
業
）

●「
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業
」、「
城
址
公
園
誘
客
事
業
」

《
平
成
22
年
度
に
見
直
す
事
業
》

◎
休
止
す
る
事
業
（
１
事
業
）

●
「
小
田
原
漁
港
う
お
市
場
ま
つ
り
開
催
費
負
担
金
事
業
」

◎
事
業
の
内
容
の
改
善
や
一
部
廃
止
を
図
る
事
業
（
42
事
業
）

●
「
動
く
市
政
教
室
」、「
市
民
活
動
促
進
事
業
」、「
お
だ
わ

ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」、「
観
光
協
会
事
業
補
助
事
業
」、

「『
板
橋
秋
の
交
流
会
』
開
催
事
業
」、「
西
湘
地
区
教
職
員

互
助
会
福
利
厚
生
事
業
費
補
助
事
業
」
ほ
か

　

平
成
８
年
度
か
ら
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
一
般
職
は
業
務
の
効
率
化
や
委
託
化
を
図
り
な

が
ら
削
減
す
る
一
方
で
、
医
師
不
足
の
解
消
や
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
伴
い
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
を
確
保
す

る
な
ど
、
適
正
な
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
１
万
人
当
た
り
の
一
般
職
職
員
数
を
、
本
市
を
含
む
全

国
の
特
例
市
41
市
と
比
較
す
る
と
、
少
な
い
方
か
ら
14
番
目
に

位
置
し
、類
似
す
る
自
治
体
と
は
ほ
ぼ
同
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
適
切
な
職
員
数
の
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の「
分
野
別
か
ら
探
す
」

の
「
市
勢
情
報
／
総
合
計
画
」
内
の
「
行
政

改
革
」
を
ク
リ
ッ
ク➡

「
行
政
改
革
の
取
組

結
果
」

　

平
成
22
年
度
は
、「
お
だ
わ
ら
改
革
宣
言
２
０
０
２
後
期
実

施
方
策
」
の
最
終
年
度
と
し
て
、
引
き
続
き
同
実
施
方
策
の
取

り
組
み
な
ど
を
進
め
、
新
た
に
６
千
万
円
ほ
ど
の
効
果
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
急
速
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

新
し
い
行
政
改
革
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

《
新
し
い
行
政
改
革
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
》

　

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
総
合
計
画
の
推
進
に
当

た
り
、
限
ら
れ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
な
ど
の
資
源
を
効
果
的
、

効
率
的
に
運
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い

く
た
め
の
新
し
い
行
政
改
革
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

《
行
政
評
価
体
制
の
整
備
》

　

市
の
仕
事
に
対
す
る
点
検
、
見
直
し
を
絶
え
間
な
く
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
評
価
の
仕
組
み
を
整
備
、
拡
充
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
は
内
部
評
価
の
充

実
や
外
部
評
価
の
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
見
直
し
》

　

平
成
21
年
度
に
作
成
し
た
「
施
設
白

書
」
か
ら
見
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
公

共
施
設
の
管
理
運
営
に
お
け
る
基
本
方

針
を
策
定
し
ま
す
。

《
各
部
署
の
取
り
組
み
》

　

引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
う
と
同

時
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

…
歳
出
削
減
に
向
け
た
「
焼
却
炉
等
運
転
操
作
業
務
の
委
託

化
」（
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
）
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
歳

入
確
保
に
向
け
た
「
市
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
」（
市
税
総

務
課
）
な
ど
、
合
計
39
事
業
。

事
業
仕
分
け
の
取
り
組
み

ホームページ

最近６年間の総職員数の推移

職
員
数
適
正
化
の
取
り
組
み

平
成
22
年
度
の
主
な
取
り
組
み

※各年４月１日現在
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【
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
最
終
予
算
】

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
行
政
事
務
に
係
る
経
費
を
中

心
と
し
た
会
計
で
す
。
平
成
21
年
度
は
、
６
月
・
９
月
・
12
月
・

３
月
に
補
正
を
行
い
、
最
終
的
な
予
算
額
は
、
約
６
４
２
億
３
，

３
０
０
万
円
と
な
り
、
当
初
予
算
に
比
べ
て
88
億
３
，３
０
０

万
円
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

〔
平
成
21
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
〕

●「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」
の
確
立

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
労
助
成
事
業

・
障
害
児
放
課
後
支
援
事
業

・
妊
婦
健
康
診
査
事
業

・
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

・
少
人
数
学
級
編
制
事
業

・
学
校
教
育
施
設
等
耐
震
補
強
事
業

市では毎年定期的（６月・１２月）に財政状況
を公表しています。今回は、平成２１年度の
最終予算の状況についてお知らせします。
平成２１年度の予算執行額は、出納閉鎖の
５月３１日に確定します。詳細は、議会の認
定を経て、決算として改めてお知らせします。

Y財政課　☎３３-１３１２

小田原市の財政状況

最終的な一般会計予算の構成

●「
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
小
田
原
」
の
創
出

・
地
域
資
源
発
掘
発
信
事
業

・
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
事
業

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業

・「
小
田
原
・
十
郎
梅
」
ブ
ラ
ン
ド
向
上
事
業

・
地
方
の
元
気
再
生
事
業

・
市
民
劇
場
開
催
事
業

●「
市
民
が
主
役
の
小
田
原
」
の
創
造

・
自
治
基
本
条
例
検
討
事
業

・
総
合
計
画
策
定
事
業

・
行
財
政
改
革
推
進
事
業

・
事
業
仕
分
け
関
係
事
業

・
行
政
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

その他
（地方特例交付金、自動
車取得税交付金ほか）
１０億６,３００万円

繰入金　３億４,０００万円

労働費
２億３,８００万円

民生費
１９４億１,０００万円

総務費
１１８億６,８００万円

土木費
７８億７,０００万円

教育費
６５億９,６００万円

衛生費
６６億２,４００万円

公債費
６４億１,４００万円６４億１,４００万円

※構成比の大きなものから※構成比の大きなものから※構成比の大きなものから
民生費、総務費、土木民生費、総務費、土木民生費、総務費、土木
費となり、市民生活に密費となり、市民生活に密費となり、市民生活に密
着した分野に予算を多く着した分野に予算を多く着した分野に予算を多く着した分野に予算を多く
配分しています。配分しています。配分しています。配分しています。

自主財源自主財源
４０２億６,６００万円４０２億６,６００万円４０２億６,６００万円

皆さんが納め皆さんが納め皆さんが納め
た税金など市た税金など市た税金など市
が直接調達でが直接調達でが直接調達で
きる財源です。きる財源です。きる財源です。

依存財源
２３９億６,７００万円２３９億６,７００万円２３９億６,７００万円２３９億６,７００万円

歳入合計
６４２億

３,３００万円３,３００万円３,３００万円

市税
３２５億６,８００万円

国庫支出金
１１６億
９,３００万円

市債市債市債
４９億４９億４９億
１,１００万円

県支出金県支出金
３９億

１,５００万円１,５００万円

地方消費税交付金
１９億円１９億円

地方譲与税
４億７,０００万円

地方交付税
１,５００万円

繰越金繰越金
２１億２１億

６,１００万円６,１００万円６,１００万円６,１００万円

諸収入諸収入諸収入
２０億２０億２０億

１,８００万円１,８００万円１,８００万円

使用料及び手数料使用料及び手数料　１７億８,３００万円　１７億８,３００万円
分担金及び負担金　８億６,５００万円その他

（財産収入、寄附金）
５億３,１００万円

歳出合計
６４２億

３,３００万円３,３００万円

消防費消防費消防費
２２億２２億

１,１００万円１,１００万円１,１００万円

商工費
１５億６,６００万円１５億６,６００万円

農林水産業費
９億９,７００万円

議会費
４億１,９００万円

予備費
２,０００万円

国や県から入っ国や県から入っ国や県から入っ国や県から入っ
てくる財源で、てくる財源で、てくる財源で、
国や県の基準で国や県の基準で国や県の基準で
額が定められて額が定められて額が定められて
います。います。
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【
平
成
21
年
度
の
特
別
会
計
最
終
予
算
】

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
市
で
は
、
競
輪
や
下
水
道
、

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
事
業
を
、
特
別
会
計
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
は
、
市
民
ホ
ー
ル
の
拡
張
用
地
の
取
得
に

向
け
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
を
新
た
に
設
け
て
い
ま
す
。

会計名 予算額

国民健康保険事業会計 ２１０億７,７００万円

競輪事業会計 １７４億７,２００万円

介護保険事業会計 ９８億９,２００万円

下水道事業会計 ９３億９,５００万円

後期高齢者医療事業会計 ３３億１,３００万円

宿泊等施設事業会計 ５億１,１００万円

天守閣事業会計 １億８,８００万円

公設地方卸売市場事業会計 １億５,６００万円

公共用地先行取得事業会計 １億１,４００万円

老人保健医療事業会計 １億   ２００万円

国民健康保険診療施設
事業会計 ６,６００万円

合計 ６２２億８,６００万円

【
平
成
21
年
度
の
企
業
会
計
最
終
予
算
】

　

企
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
受
け
、
企
業
と
し
て
の
経
済
性

を
発
揮
し
な
が
ら
運
営
す
る
会
計
で
す
。

市
で
は
、
水
道
事
業
と
病
院
事
業
を
企

業
会
計
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

水道事業会計最終予算
区分 予算額

収益的収支
水道を運営するため
の予算

収入 ２９億２,９００万円

支出 ２９億９,８００万円

資本的収支
施設などの整備に
かかる予算

収入 ７億５,３００万円

支出 ２３億５,２００万円

病院事業会計最終予算
区分 予算額

収益的収支
病院を運営するため
の予算

収入１０１億７,８００万円

支出１０３億９,５００万円

資本的収支
施設などの整備に
かかる予算

収入 １億４,７００万円

支出 ８億１,７００万円

【
長
期
借
入
金
の
状
況
（
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
）】

　

市
の
長
期
借
入
金
（
市
債
残
高
）
の
内
訳
で
す
。
一
般
会
計

に
お
い
て
は
４
９
７
億
４
，５
０
０
万
円
で
、
市
民
一
人
当
た

り
で
計
算
す
る
と
、
前
年
よ
り
も
、
９
，２
０
０
円
減
の
25
万
２
，

４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
も
加
え
た
、
全
会
計
に
お
け

る
長
期
借
入
金
は
、１
，１
６
８
億
４
，２
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

会計 目的 残高 前年同期との比較

一般会計

臨時財政対策債 １５４億１,８００万円 １７億２,６００万円
土木債 １１９億７,５００万円 △９億７,２００万円
教育債 １００億１,４００万円 △１０億９,５００万円
減税補てん債 ５７億３,４００万円 △７億   ８００万円
総務債 １７億１,３００万円 △２億４,２００万円
消防債 １６億６,５００万円 ５,５００万円
農林水産業債 １３億３,４００万円 １,８００万円
衛生債 ６億６,１００万円 △３億８,２００万円
その他 １２億３,１００万円 △１億６,６００万円
小計 ４９７億４,５００万円 △１７億６,６００万円

特別会計

下水道債 ５３０億２,７００万円 △１５億２,９００万円
市場債 ７,４００万円 △８００万円
その他 １億５,０００万円 １億５,０００万円
小計 ５３２億５,１００万円 △１３億８,７００万円

企業会計
水道債 １１７億２,１００万円 △１億８,０００万円
病院債 ２１億２,５００万円 △３億４,１００万円
小計 １３８億４,６００万円 △５億２,１００万円
合計 １,１６８億４,２００万円 △３６億７,４００万円

市民一人にいくら使われているかを
計算してみると…

市民一人当たりの市税納入額
165,252円

市民一人に使われる
合計額

325,900円

民生費
（福祉の充実） 98,500円

総務費
（防災対策・行政運営） 60,200円

土木費
（道路・公園・河川の整備） 40,000円

衛生費
（健康対策と清潔なまちづくり） 33,600円

教育費
（学校教育・社会教育施設の整
備、文化財の保護）

33,500円

公債費
（借入金の返済） 32,500円

消防費
（火災・水害への対応） 11,200円

商工費
（商工業・観光の振興） 7,900円

農林水産業費
（農業・水産業の振興） 5,100円

議会費、労働費、予備費
（議会の運営、労働者の福祉向
上など）

3,400円

（平成２２年３月３１日現在の住民基本台帳による
人口１９７,０８１人で計算）
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平
成
22
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
７
月
中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
や
、
資
産
割
の
廃
止
に

よ
り
前
年
度
と
比
べ
各
世
帯
の
保
険
料
が

変
動
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

■「
資
産
割
」の
廃
止
に
よ
る
計
算
方
式
の

変
更

　

今
年
度
か
ら
、
加
入
者
の
固
定
資
産

税
額
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る「
資
産
割
」

を
廃
止
し
、所
得
に
応
じ
た
「
所
得
割
」

と
、加
入
者
と
世
帯
に
賦
課
さ
れ
る「
均

等
割
」、「
平
等
割
」に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

健
康
保
険
に
か
か
わ
る
年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
４
３（
後
期
高
齢
者
医
療
）

　
　
　
　
　

☎
33
１
８
３
５（
国
民
健
康
保
険
担
当
）

　

毎
年
８
月
に
、
前
年
の
所
得
状
況
を
も

と
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
や
一
部
負

担
割
合
を
見
直
し
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
認
定
証
な

ど
や
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
更
新
す
る

に
は
、
再
度
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

７
月
中
旬
以
降
に
手
続
き
に
必
要
な
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度

国
民
健
康
保
険
料

〜
計
算
方
式
が

変
わ
り
ま
す
〜

Y
保
険
課（
保
険
料
担
当
）　

☎
33
１
８
３
４

◎
申
請
場
所　

保
険
課
（
市
役
所
２

階
）、各
支
所
・
連
絡
所
、マ
ロ
ニ
エ
、

い
ず
み
住
民
窓
口

※
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
、
各
窓
口
コ
ー

ナ
ー
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

所得割

２１年度

２２年度

資産割 均等割 平等割

45% 10% 30% 15%

55% 30% 15%

小田原市の国民健康保険料の賦課割合

●限度額適用認定証など
　入院した際に医療機関で支払
う自己負担額や食事代を一定の
限度額までにするものです。
　新たに取得を希望されるかた
は、国民健康保険被保険者証、
国民健康保険高齢受給者証、後
期高齢者医療被保険者証などを
持参し申請してください。
　保険料に未
納がある世帯
のかた、および
平成２１年中の
所得の申告をし
ていないかたは
認定されない場
合があります。

①７０歳未満の国民健康保険のかた
現在、限度額適用認定証などをお持
ちのかたには、７月中旬に申請書を送
付します。

②７０～７４歳の国民健康保険のかた
市県民税が非課税のかたが対象で
す。７月下旬に高齢受給者証に同封
して、対象となるかたに申請書を送付
します。
③後期高齢者医療保険のかた
市県民税が非課税のかたが対象で
す。現在、お持ちで８月以降も要件
に該当するかたには、７月下旬に新し
い認定証を送付します。

※①・②で認定証が必要なかたは申請
してください。

●国民健康保険高齢受給者証・後期高齢者医療被保険者証
　７月下旬に国民健康保険高齢
受給者証、後期高齢者医療被保
険者証を次のかたにお送りします。

①国民健康保険高齢受給者証
７０～７４歳の対象となるすべてのかた
②後期高齢者医療被保険者証
８月から医療費の負担割合が変更に
なるかた

トップページ中央の「分野別から探す」の「福祉／健康／介護」をクリック。ホームページ

所得割 均等割 平等割

●
医
療
費
の
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

　
　

住
民
税
の
課
税
所
得
額
が
１
４
５

万
円
以
上
の
た
め
、
３
割
負
担
と
判
定

さ
れ
た
か
た
で
、
平
成
21
年
中
の
収
入

合
計
額
が
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

申
請
い
た
だ
く
と
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
平
成
21

年
中
の
収
入
合
計
額
が

・
同
じ
世
帯
内
に
１
人
の
み
…

３
８
３
万
円
未
満

・
同
じ
世
帯
内
に
２
人
以
上
…

５
２
０
万
円
未
満

※
原
則
と
し
て
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
は
、
別
々
に

判
定
し
ま
す
が
、
両
方
の
対
象
者
の
収
入

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
と
な
る
場
合

も
要
件
を
満
た
し
ま
す
。

　

要
件
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
か

た
に
は
、
６
月
下
旬
以
降
順
次
、
基
準

収
入
額
適
用
申
請
の
ご
案
内
を
お
送
り

し
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

〜
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
〜

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
４
３
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

平
成
21
年
の
所
得
状
況
を
も
と
に
年
間

保
険
料
を
計
算
し
、
７
月
中
旬
に
保
険
料

決
定
通
知
書
を
対
象
の
か
た
へ
お
送
り
し

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
保
険
料
率
は
、
所

得
割
率
が
７
・
４
２
％
、
均
等
割
額
が
３

９
，２
６
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
納
付
に
つ
い
て
の
注
意
】

●

４
月
か
ら
６
月
に
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
き
）
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
て
い
た

か
た
で
も
、
平
成
20
年
中
の
所
得
と
平

成
21
年
中
の
所
得
に
差
が
あ
り
、
保
険

料
額
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
特
別
徴
収

で
は
な
く
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

振
替
に
よ
る
お
支
払
い
）
に
切
り
替
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）で
す
が
、
年
金
の
額
が

年
間
18
万
円
未
満
の
か
た
、
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ

せ
た
額
が
年
金
の
２
分
の
１
を
超
え
て

し
ま
う
か
た
、後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者

に
な
っ
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
て

い
な
い
か
た
は
、普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、
国
民
健
康

保
険
料
の
口
座
振
替
で
の
納
付
方
法

は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
。
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口

で
、
再
度
、
口
座
振
替
依
頼
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

特
別
徴
収
の
か
た
で
も
、
納
付
方
法
を

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
、
金
融
機
関
窓
口
で
の
口
座
振
替
依

頼
の
手
続
き
を
し
た
う
え
で
、
保
険
課

ま
た
は
支
所
で
納
付
方
法
の
変
更
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
変
更
に

は
３
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
・
開
票
日
は
、
７
月
11
日（
日
）で
す

Y
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
33
１
７
４
２

　
（
投
・
開
票
日
当
日
）　

投
・
開
票
本
部　

☎
37
９
９
２
０

【
当
日
投
票
】

●
本
市
で
投
票
で
き
る
か
た

平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
本
市
に
転

入
届
出
な
ど
の
手
続
き
を
し
、
３
か
月

以
上
引
き
続
き
市
内
に
住
ん
で
い
る
、

平
成
２
年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
。

時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

場
所　

投
票
所
（
入
場
整
理
券
に
記
載
さ

れ
た
各
投
票
所
）

持
ち
物　

投
票
所
入
場
整
理
券

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
か

た
は
、
７
月
10
日
（
土
）
ま
で
次
の
と
お

り
投
票
で
き
ま
す
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所　

市
役
所
２
階
展
示
・
広
報
ロ
ビ
ー
、

マ
ロ
ニ
エ
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

持
ち
物　

投
票
所
入
場
整
理
券

※
投
票
所
入
場
整
理
券
（
は
が
き
）
が
届

い
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
選
挙
権
が
あ
る

か
た
は
、
投
票
で
き
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
投
票
制
度
に
つ
い
て
】

◆
郵
便
等
投
票
（
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
両
下
肢
な
ど

身
体
や
免
疫
の
機
能
に
重
度
の
障
害
の

あ
る
か
た
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護

５
の
か
た
の
投
票
。
事
前
に
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
）

◆
点
字
投
票
、
代
理
投
票
（
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
）

◆
不
在
者
投
票
（
指
定
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
や
他
市
区
町
村
で
の
投

票
。
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
）

　
「
安
全
は　

心
と
時
間
の　

ゆ
と
り
か

ら
」、「
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て　

夏
を
楽

し
く
安
全
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
次
の

３
つ
を
重
点
的
に
、
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
を
行
い
ま
す
。

①
過
労
運
転
・
無
謀
運
転
の
防
止

②
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

夏
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
始
ま
り
ま
す

７
月
11
日
（
日
）
〜

20
日
（
火
）

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

子どもたちの笑顔を守るため…
上府中地区　　三廻部 幸男さん

　平成８年４月から、千代小学校の児
童を交通事故から守るため、毎朝見守
り活動をしています。活動を始めた当
時、全国で多発していた児童の事故や
事件を、自分たちの地域で起きないよ
うにと活動を始めました。
　見守り活動を継続して行うため、無
理のない範囲で行っています。
　毎日、元気よく笑顔で交わす子ども
たちとのあいさつが、何よりも活動の
励みです。
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お
だ
わ
ら
市
民
大
学「
報
徳
塾
」

第
13
期
生

　

尊
徳
の
教
え
を
基
礎
か
ら
学

ぶ
連
続
講
座
の
第
13
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

報
徳
博
物
館
館
長

代
理
齋
藤
清
一
郎

さ
ん
の
講
義
の
ほ
か
、

栢
山
周
辺
お
よ
び
市

内
の
史
跡
探
訪
、
公

開
講
演
会
（
10
月
の

尊
徳
祭
に
合
わ
せ
て

開
催
）、
県
外
視
察
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、
８
月
か
ら
12
月

ま
で
（
主
と
し
て
土
曜
日
の
午
前
中
）、
全

17
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。

　

特
定
の
講
座
の
み
の
受
講
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会
場　

尊
徳
記
念
館

定
員

40
人（
県
西
地
域
２
市
８
町
在
住
の

18
歳
以
上
の
か
た〔
高
校
生
は
除
く
〕）

申
込　

尊
徳
記
念
館
へ
電
話
ま
た
は
窓
口

へ
直
接
。

先
着
順
（
７
月
31
日
締
め
切
り
）

受
講
料　

６
，０
０
０
円

う
か
が
い
ま
す

「
二
宮
尊
徳
考
」
出
張
講
座

　

二
宮
尊
徳
の
生
涯
や
教
え

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
が
会
場
に
出
向

き
、
ア
ニ
メ
上
映
な
ど
も
行
い
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
講
義
し
ま
す
。
地
域
の
集
ま

り
や
サ
ー
ク
ル
の
研
修
な
ど
で
「
二
宮
尊

徳
に
つ
い
て
学
び

た
い
」「
尊
徳
の
考

え
を
生
活
や
仕
事

に
生
か
し
た
い
」

と
い
う
か
た
は
、

尊
徳
記
念
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募集

募集
ば
れ
る
独
自
の
手
法
を
駆
使
し
、
農
村
の
復

興
と
藩
財
政
の
再
建
に
努
め
た
の
が
、
小
田

原
生
ま
れ
の
二
宮
尊
徳
で
し
た
。

　

尊
徳
が
、
荒
廃
し
た
６
０
０
も
の
農
村
の

復
興
に
成
功
し
た
の
は
、「
積せ

き

小し
ょ
う

為い

大だ
い

」「
分ぶ

ん

度ど

」「
推す

い

譲じ
ょ
う」「

至し

誠せ
い

」
な
ど
、
勉
強
と
体
験
の

中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
合
理
的
で
実
践
的
な

考
え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
教
え

は
、
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
分
か

り
や
す
く
明
快
で
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
た
い
へ
ん
役
立

つ
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、

尊
徳
の
教
え
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
徳
が
桜

さ
く
ら

町ま
ち

領り
ょ
う（

栃
木
県
真も

岡お
か

市
）
の
復
興

事
業
を
始
め
て
か
ら
６
年
目
の
文
政
10
年
（
１

８
２
７
）、
桜
町
陣じ

ん

屋や

の
担
当
者
と
し
て
、
小

田
原
か
ら
豊と

よ

田だ

正し
ょ
う

作さ
く

と
い
う
役
人
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

　

豊
田
は
、
前
任
者
の

横よ
こ

山や
ま

周し
ゅ
う

平へ
い

と
は
全
く
違

い
、
尊
徳
の
や
る
事
な

す
事
に
反
対
し
て
事
業

を
妨
害
し
ま
し
た
。
そ

の
う
え
、
領
内
で
尊
徳

に
反
対
す
る
人
た
ち
も

豊
田
と
手
を
結
ん
だ
た

め
、
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
、
次
第
に
困
難
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
心
が
邪
で
あ
る
な

ら
ば
、
た
と
え
千
日
私

の
前
に
と
ど
ま
り
祈
っ
て
も
、
罰
を
与
え
る
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
の
こ
の
歌
は
、
文
政
11

年
の
４
月
、
尊
徳
が
、
領
内
横
田
村
の
塚つ

か

本も
と

天て
ん

神じ
ん

と
い
う
神
社
に
奉
納
し
た
額
の
裏
側
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
額
の
表
側
に
は
、「
心
だ
に　

誠
の
道
に　

か
な
い
な
ば　

い
の
ら
ず
と
て
も

　

神
や
守
ら
む
」
と
い
う
菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

の
有
名
な

歌
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
「
心
さ

え
誠
の
道
に
か
な
っ
て
い

れ
ば
、
お
祈
り
な
ど
し
な

く
て
も
、
神
様
は
き
っ
と

守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
意
味
で
す
。
尊
徳

は
、「
わ
が
前
に
…
」
と
、

神
が
人
び
と
に
諭
す
形
で
、

こ
の
道
真
の
歌
が
書
か
れ

た
額
の
裏
側
に
、
文
字
ど

お
り
、
そ
の
歌
を
裏
返
し

に
し
た
意
味
の
自
作
の
歌

を
書
き
つ
け
た
の
で
し
た
。

　

こ
れ
は
「
至
誠
」
を
重

ん
ず
る
尊
徳
ら
し
い
歌
で

す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
豊
田
ら
反
対
派
の
妨

害
に
心
を
痛
め
る
尊
徳
の
苦
し
い
胸
の
う
ち
が
、

う
か
が
え
ま
す
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈「
至
誠
」̶

ま
こ
と
の
心
の
大
切
さ
〉

我
が
ま
へ
に　

千せ
ん

日に
ち

さ
ら
ず
に

い
の
る
と
も　

心こ
こ
ろ

邪じ
ゃ

な
れ
ば　

罰ば
つ

を
与あ

た

へ
む

尊
徳
道ど

う

歌か

の
こ
こ
ろ
⑦

　

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳
の
教
え

を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を

連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

■
と
き
を
越
え
て
生
き
続
け
る

　
「
報ほ

う

徳と
く

仕し

法ほ
う

」
の
精
神

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
度
重
な
る
飢き

饉き
ん

に

よ
り
疲
弊
し
た
村
々
を
「
報
徳
仕
法
」
と
呼

尊
徳
の
教
え

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

い
ま
だ
か
ら
こ
そ

学
び
生
か
し
た
い

尊徳がこの歌の書かれた額を奉納した
塚本天神社（栃木県真岡市）



広報小田原 2010年７月１日号131313

海あり、山ありの小田原で、産業と聞
いて何を思い浮かべますか。漁業、

農業、工業…。
　生活を支えるさまざまな小田原の産業に
は、地元に暮らしていても知っているよう
で知らないことがたくさんあります。
　子どもたちには、そんな幅広い地域の
産業に関わってほしい。
　それは子どもたちにとって、地域への理
解から愛着へ、また、将来にわたる仕事
観をはぐくみ、大人になって未来の小田
原の産業を担うきっかけとなることでしょう。
　小田原には、民間が主体となった街か
ど博物館、小田原ふれあい体験市場、
小田原市農産物加工品普及推進協議会、
足柄地区農業経営士会といった地域の
産業を紹介、体験できるよう取り組んでい
る団体があり、この夏休みシーズンも産業
体験のメニューが盛りだくさん。ぜひあな
たも、小田原の産業文化に触れてみませ
んか。

体験内容 料金 実施日 連絡先

おだわら
ふれあい
体験市場

縫わずにできる革製アコーディオンポーチ作り（白牡丹） １,８００円 ７月２７日c、２８日d

小田原箱根
商工会議所
☎２３-１８１１

簡単にできるお洒落な袋物製作（中戸川ボタン店） １,０００円 ７月２８日d、８月５日e

旬の魚の三枚おろし（魚國商店） ２,０００円 ７月１４日d、２８日d

フラワーアレンジメント（古屋花店） ２,０００円 ８月４日d

バター入りどらやき「小田原うさぎ」作り
（菜の花　小田原駅前・お城通り店） １,０００円 ８月１０日c

薪窯焼きピッツァ作りとイタリアンコース会食
（イタリアンレストラン　マルツォ） ２,５００円 ７月１４日d、８月１１日d

街かど
博物館

あじの開き体験・工場内見学（ひもの工房　早瀬幸八商店：２２-４０３５） １,０００円 ８月１３日f～１７日cを除く
８月の平日

左記各所へ
直接電話して
ください

かまぼこづくり（鈴廣　かまぼこ博物館：２４-６２６２） １,４７０円 水曜日を除く毎日
寄木コースターづくり（寄木ギャラリー　露木木工所：２２-５９９５）    ５００円 平日

ひもの作り（ひもの体験館　カネタ前田商店：２３-４７４１） １,０５０円 ８月２０日f～３１日c
（水・日曜日は除く）

漆器の研ぎ出し（お盆）（漆・うつわギャラリー　石川漆器） ２,０００円 ７月２４日g、３１日gの午前
産業政策課
☎３３-１５１８風鈴づくり（砂張ギャラリー鳴物館　柏木美術鋳物研究所） ３,０００円

（親子１組で）
７月２４日gと３１日g
※原則両日参加

小田原の
伝統工芸品展

小田原ちょうちんの製作（小田原宿なりわい交流館） １,０００円
７月１７日g～１９日-

公益事業協会
☎２３-６６６０からくりパズルの製作（小田原宿なりわい交流館） １,２００円

その他

梨狩り・梨のお菓子づくり（足柄地区農業経営士会） ２,０００円
（親子１組で）

８月２８日g
（雨天時は９月５日a）

農政課
☎３３-１４９４

ブルーベリージャム作り（小田原市農産物加工品普及推進協議会） １,７００円 ８月８日a
梅の里センター
☎４２-５３２１

小田原ちょうちんの製作（小田原宿なりわい交流館） １,０００円 第２・４日曜日 観光協会
☎２２-５００２

体験を希望するかたは、表内の連絡先に直接連絡してください。
年齢制限がある場合や、親子での参加が条件となるものもありますので、
時間・持ち物と併せてご確認ください。
参加可能人数は、それぞれ異なります。

７月５日Bより

受付開始！！

トップページ中央の「分野別から探す」の「産業」内の「市街地活性化」をクリック➡
「夏休み・小田原の産業まるごと体験！！」

ホームページ

夏休み・小田原の夏休み・小田原の
産業まるごと体験産業まるごと体験！！

YY産業政策課　☎３３-１５１８産業政策課　☎３３-１５１８
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海を越えて通う心
姉妹都市チュラビスタ市への派遣青年が決定

Y文化交流課　☎３３-１７０７

　

小
田
原
・
箱
根
地
域
で
は
、
古
く
か
ら
「
秘

密
箱
」
や
「
か
ら
く
り
箱
」
な
ど
が
作
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
世
界
各
地
に

輸
出
さ
れ
、
世
界
中
で
楽
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
も
な
お
、
伝
統
的
な
技
に
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た
「
か
ら
く
り
パ
ズ

ル
」
作
品
を
発
信
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
も
こ
の
「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」

の
面
白
さ
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

10
日（
土
）か
ら
、８
月
31
日（
火
）ま
で
小
田
原
・

箱
根
地
域
の
い
く
つ
か
の
会
場
で
、「
か
ら
く
り

パ
ズ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示
や

工
作
教
室
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
、「
２
０
１
０
国
際
パ
ズ
ル
会
議
」
も

期
間
内
に
開
催
さ
れ
、

珍
し
い
パ
ズ
ル
や
最

先
端
の
パ
ズ
ル
が
大

集
結
し
、
世
界
中
か

ら
パ
ズ
ル
愛
好
家
も

や
っ
て
き
ま
す
。

　

頭
と
体
を
使
い
な

が
ら
、
世
界
の
パ
ズ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

世界世界の「からくりパズル」「からくりパズル」が
  やってくる  やってくる  やってくる  やってくる！

からくりパズルフェスタ
からくりパズル

アイデアコンテスト作品展示

開催期間
7月10日g～8月31日cc

開催場所
箱根・彫刻の森美術館

※その他、からくりスタンプラリー、
からくりパズル工作教室、からくり
パズルパフォーマンス（実演販売）
などが小田原・箱根周辺地域内各
所で開催されます。

　イベント内容の詳細・申し込みにつ
いては、小田原・箱根「からくりパ
ズル」を広める会事務局にお問い
合わせください。

小田原・箱根「からくりパズル」を
広める会事務局
☎０４６５-３２-３６３１

　

小
田
原
海
外
市
民
交
流
会
が
行
う

本
市
と
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ

市
の
青
年
と
の
相
互
交
流
事
業
は
、

今
年
で
27
回
目
。
今
回
も
４
人
の
青

年
を
派
遣
し
ま
す
。

　

４
人
は
、
事
前
研
修
や
チ
ュ
ラ
ビ

ス
タ
市
の
青
年
を
迎
え
て
国
内
交
流

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
８
月
４
日

（
水
）に
渡
航
し
、
16
日
間
に
わ
た
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
両
市
の
親
善
を

深
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会

い
、
数
々
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
４

人
へ
、
チ
ュ
ラ
ビ
ス
タ
市
訪
問
へ
の

意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

今回このようなチャンスをい
ただけたことを、とても嬉し
く思います。
小田原という歴史的にも文
化的にも魅力のある街を、私
という一市民の目線から伝
えていくのと同時に、日本へ
帰ってきてから小田原の皆さ
んにたくさんのことをフィー
ドバックできるよう、目で見
て耳で聞いて、全身でチュラ
ビスタを感じたいと思います。

このプログラムは、市長への
表敬訪問やボランティアなど、
観光ではできない貴重な体
験をすることができるので、
積極的に取り組み、またチュ
ラビスタの抱えている問題な
どを共有し、話し合えればと
思っています。
そして、市の代表として、小
田原の魅力をより多くの人に
伝え、チュラビスタと小田原
の懸け橋になれるように努め
ます。

チュラビスタ市のかたがたに
小田原の魅力を知っていただ
き、小田原での滞在を楽しん
でもらえるよう努力したいと
思います。そのために私も
小田原について学び、今まで
気づかなかった魅力を発見し
ていきたいです。
この交流事業を通してさまざ
まな人々と出会い、旅行では
味わえない貴重な経験がで
きる事を楽しみにしています。

チュラビスタ市では、異文化
を肌で感じたり、ホームステ
イやボランティア活動を通し
て、生活の中の身近なエコ
ロジーについて意見交換をし
て学びたいと思います。
交流事業の参加のチャンス
をいただけたことに感謝し、
たくさんの人と親睦を深め両
市の懸け橋になれるように、
精一杯活動してきます。

岡
おか

崎
ざき

瑠
る

水
みな

さん 星
ほし

野
の

未
み

来
く

さん

山
やま

岸
ぎし

春
はる

佳
か

さん 山
やま

崎
ざき

千
ち

尋
ひろ

さん

からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０からくりパズルフェスタ２０１０

バーベキューで国際交流
来日するチュラビスタ市の青年と一緒にバーベキューをしなが
ら国際交流を楽しみましょう。
日時　7月24日g午前１０時３０分～午後３時
場所　いこいの森　　　※雨天中止（小雨の場合は決行）
参加費　１，０００円　　　定員　２０名（先着順）
申込　２１日dまでに、文化交流課まで。

Y産業政策課　☎３３-１５１５

からくりパズル工作「おすしの秘密箱」



15 広報小田原 2010年７月１日号

若
い
人
た
ち
が

少
な
い
ん
で
す
。

気
軽
に
小
田
原

な
ら
で
は
の
踊

り
を
体
験
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

と
、
会
長
の
秋

山
さ
ん
。

　

小
田
原
の
夏

の
風
物
詩
、『
小

田
原
ち
ょ
う
ち

ん
夏
ま
つ
り
』

は
今
月
24
・
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
練

習
は
毎
月
１
回
、
約
１
時
間
。「
見
る
の

も
い
い
け
ど
、
参
加
す
る
と
も
っ
と
楽
し

い
で
す
。
民
俗
芸
能
や
文
化
の
光
を
絶
や

さ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、

副
会
長
の
片
野
さ
ん
。

　

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
小
田
原
を
、
明
る
く
照
ら
し

て
い
き
ま
す
。

「
小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
手
に
し
て

コ
イ
コ
イ
〜
♪
」

　

小
気
味
い
い
掛
け
声
と
お
囃は

や

子し

。
そ
し

て
、ち
ょ
う
ち
ん
を
手
に
軽
快
に
踊
る『
小

田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
』は
、小
田
原
ち
ょ

う
ち
ん
の
普
及
や
優
れ
た
文
化
を
後
世
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
人
々
の
思
い
か

ら
、
昭
和
50
年
ご
ろ
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
２
歳
の
お
子
さ
ん
か
ら

80
代
ま
で
約
50
人
の
か
た
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
踊
っ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
簡
単

に
踊
れ
て
、
楽
し
い
。
そ
し
て
、
い
い
汗
か

い
て
健
康
づ
く
り
！
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
４
月
に
は
小
田
原
観
光

大
使
に
も
任
命
さ
れ
、
民
俗
芸
能
や
文
化

の
継
承
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
う
保
存

会
に
は
、
後
継
者
不
足
と
い
う
悩
み
が
あ

り
ま
す
。「
30
年
以
上
踊
っ
て
い
ま
す
が
、

【
連
載
】

ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
の
光
を
灯と

も

し
続
け
ま
す
。

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
保
存
会

連
帯
感
を
強
め
る
こ
と
が
地
域
の
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
と
石
川
会
長

は
訴
え
ま
す
。

　
「
住
民
同
士
が
助
け
あ
う
こ
と
が
大
切
。

お
互
い
に
話
し
て
、
い
い
人
だ
と
感
じ
れ

ば
、
自
然
と
協
力
し
よ
う
と
思
う
も
の
で

す
。
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
か
た
も

い
ま
す
が
、
災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

組
織
で
あ
り
隣
近
所
で
す
」

　

東
京
生
ま
れ
の
た
め
、
小
田
原
に
は
知

り
合
い
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

現
役
で
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
地
域
で
の
活

動
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
退
職
後

に
地
域
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
、
今
か
ら

16
年
前
に
自
治
会
の
副
会
長
を
引
き
受
け

た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
地
域
の

た
め
、
小
田
原
の
た
め
に
長
年
尽
力
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
問
題
は
地
域
で
解
決
す
る
。

複
数
の
自
治
会
に
関
わ
る
こ
と
や
共
通

の
課
題
は
地
区
の
連
合
会
で
話
し
合
い
、

も
っ
と
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
は
行
政
や

総
連
合
で
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
地

域
と
行
政
は
車
の
両
輪
で
す
。
上
下
関
係

で
は
な
く
、
対
等
の
立
場
・
協
働
の
姿
勢

で
連
携
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

一
方
で
地
域
内
で
も
横
の
連
携
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
む

現
在
、
私
の
61
区
自
治
会
で
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
子
ど
も
会
も
自
治
会
に
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
行
政
と
も
連
携
し
意

思
疎
通
を
図
る
こ
と
で
問
題
を
共
有
し
、

必
要
に
応
じ
て
助
け
合
う
土
壌
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
加
入
し
て
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
自
治
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

　

穏
や
か
な
表
情
の
石
川
会
長
。
そ
の
言

葉
か
ら
は
小
田
原
の
自
治
会
を
背
負
う
強

い
信
念
を
感
じ
ま
し
た
。

４月に
自治会総連合会長

に就任

会長の秋山定之さん（前列中央）、
副会長の片野康子さん（前列右側）と、
小田原ちょうちん踊保存会の役員の皆さん

楽しく練習する子どもたち

石川 石川 信信
のぶのぶ

雄雄
おお

さんさん
（板橋在住）

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
踊
り
教
室

Y
事
務
局　

☎
74
４
６
５
１

日
時
：
毎
月
第
２
金
曜
日

（
子
ど
も
）
午
後
６
時
〜
７
時

（
一
般
）
午
後
７
時
〜
８
時

場
所
：
城
山
陸
上
競
技
場

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

５
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，５
５
７
人    

７
８
，７
０
０
世
帯

毎
月
1
日
発
行

No.1014

発
行
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小
田
原
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２
５
０-

８
５
５
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小
田
原
市
荻
窪
３
０
０
番
地　

市
役
所
総
合
案
内 

☎
０
４
６
５ 
33 
１
３
０
２

編
集
●
広
報
広
聴
室 

☎
０
４
６
５ 

33 

１
２
６
１
・
6
０
４
６
５ 

32 

４
６
４
０　
　

ⓒ
小
田
原
市
２
０
１
０
・
７

交
通
発
展
へ
の
願
い

　

１
８
８
７
年
、
東
海
道
鉄
道
の
新
橋̶

国

府
津
間
が
開
通
し
、
こ
の
地
に
初
め
て
鉄
道

が
敷
か
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
御
殿
場
経
由
の

東
海
道
ル
ー
ト
が
開
か

れ
る
際
に
は
、
小
田
原

を
経
由
す
る
路
線
を
嘆

願
す
る
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

交
通
の
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を

危き

惧ぐ

し
た
商
人
た
ち
は
、
小
田
原
馬
車
鉄
道

会
社
を
設
立
。
国
府
津̶
小
田
原̶

湯
本
間

を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
、
そ
の
後
こ
の

鉄
道
で
、
電
車
の
運
転
が
始
ま
り
ま
し
た
。

熱
海
方
面
へ
は
、
豆ず

相そ
う

人じ
ん

車し
ゃ

鉄
道
が
全
通
し
、

旅
行
客
な
ど
に
重ち

ょ

宝う
ほ
うさ

れ
ま
し
た
が
、
と
て

も
住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
運
賃
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

御
殿
場
経
由
の
東
海
道
本
線
も
、
輸
送
需

要
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
急
勾
配
が
問
題

と
な
り
１
９
１
１
年
、
遂
に
国
府
津̶

沼
津

間
の
新
線
建
設
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。

１
９
１
４
年
、
小
田
原
町
会
は
政
府
へ
鉄
道

促
成
を
請
願
。
日
本
の
近
代
化
の
象
徴
で
あ

る
鉄
道
に
寄
せ
る
、
人
々
の
熱
い
願
い
が
そ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

華
や
か
な
主
要
駅
へ　

小
田
原
駅
の
歩
み

　

１
９
２
０
年
、
国
府
津̶

小
田
原
間
の
熱

海
線
が
開
通
し
、
小
田
原
駅
が
誕
生
し
ま
す
。

駅
前
で
は
、
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
ま

私たちの小田原駅

表紙の言葉表紙の言葉

ち
は
沸
き
立
ち
、
人
々
は
大
い
に
喜
び
ま
し

た
。熱
海
線
は
そ
の
後
、熱
海
ま
で
順
次
開
業
、

１
９
３
４
年
の
丹た

ん

那な

ト
ン
ネ
ル
貫
通
に
よ
り

小
田
原̶

熱
海̶

沼
津
間
が
全
通
し
東
海
道

本
線
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
私
鉄
で
は
、
小

田
原
電
気
鉄
道
（
現

箱
根
登
山
鉄
道
）、

大
雄
山
鉄
道
、
小
田

原
急
行
鉄
道
（
現
小

田
急
電
鉄
）
が
、
ま
た
、

１
９
６
４
年
に
は
、
東

海
道
新
幹
線
小
田
原
駅

も
開
業
し
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
小
田
原

駅
の
役
割
が
一
段
と
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

長
年
の
夢　

ア
ー
ク
ロ
ー
ド

　

市
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
そ
の
発
展
を

支
え
て
き
た
小
田
原
駅
で
す
が
、
周
辺
地
域

が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
市
民

や
観
光
客
に
と
っ
て
、
と
て
も
不
便
で
し
た
。

よ
り
利
便
性
の
高
い
交
流
機
能
の
整
備
が
求

め
ら
れ
、
１
９
９
８
年
、
小
田
原
市
と
鉄
道

５
社
の
間
で
「
小
田
原
駅
東
西
自
由
連
絡
通

路
整
備
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
す
。

　

整
備
計
画
の
議
論
を
重
ね
た
後
、
整
備
事

業
に
か
か
る
協
定
を
締
結
、
２
０
０
０
年
、

遂
に
着
工
し
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
３
月
、
小
田
原
駅
東
西
自
由

連
絡
通
路「
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
」が
一
部
開
通
し
、

同
12
月
に
完
成
。
駅
の
東
西
を
、
自
由
に
行

き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小
田
原
市
民
の

長
年
の
夢
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
て

　

小
田
原
駅
を
に
ぎ
や
か

に
美
し
く
飾
る
、「
巨
大

小
田
原
ち
ょ
う
ち
ん
」、

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
『
日

月
山
海
小
田
原
』」、「
陶

板
レ
リ
ー
フ
『
小
田
原
讃

歌
』」。
こ
れ
ら
は
、「
わ

た
し
た
ち
の
自
由
通
路

を
つ
く
る
市
民
の
会
」
が

行
っ
た
募
金
活
動
で
集
め

ら
れ
た
寄
付
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
も
の
で
、
２
０
０

３
年
12
月
の
完
成
記
念
式

典
の
際
に
小
田
原
市
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
の
思
い
を
乗

せ
、
彩
ら
れ
た
小
田
原
駅
。

今
日
も
、
行
き
交
う
人
々

を
温
か
く
見
守
っ
て
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市制施行から70年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かし
い面影など、小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

あの日 あのとき
小田原

久野地域には、子どもの森公園「わんぱくらんど」、辻村植物公園、いこ久野地域には、子どもの森公園「わんぱくらんど」、辻村植物公園、いこ
いの森、塔ノ峰青少年の家など、のびのびと自然と触れ合える場がたくさんいの森、塔ノ峰青少年の家など、のびのびと自然と触れ合える場がたくさん
あります。木々の緑、広い空、虫たちの声に、存分に山の恵みが感じられます。あります。木々の緑、広い空、虫たちの声に、存分に山の恵みが感じられます。
今回の表紙は、４ページで紹介した塔ノ峰青少年の家を写したものです。今回の表紙は、４ページで紹介した塔ノ峰青少年の家を写したものです。

小田原ふるさとの原風景百選　ｎｏ.２１

昭和初期ごろの小田原駅前

第４回

フラッシュバック 
原風景

熱海線の酒匂川鉄橋（１９２１年） 鉄道開通を祝う小田原幼稚園児たちと駅舎（１９２０年）

「自然と出会える久野の森」「自然と出会える久野の森」
１９６９年の
塔ノ峰青少年の家
宿舎周辺宿舎周辺
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